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はじめに 

著者らは，定期的に行っている魚津市沿

岸の潜水調査において，2020 年６月 10 日

に富山県魚津港南地区において小規模なア

マモ Zostera marina群落を発見した（東ら，

2021）．アマモのような海産種子植物は海草

（ウミクサ）と呼ばれ，海草が群落を形成

する場所は海洋動物の生息場所であり，産

卵場所としても重要である（Hemminga ＆

Duarte,2000;Heck et al.,2003;仲岡，2010）．

しかし，人間の生活空間から近い場所に形

成される海草群落は，人間活動の影響を受

けやすく，世界的に減少し続けている

（Waycott at el.,2009）．過去に魚津市沿

岸では生育の確認後に群落が消失した記録

があり（藤田・高山，1999），このアマモ群

落も消失が懸念されたが，2022年６月まで

存続し，生育面積を拡大した．ここでは２

年におよび小規模なアマモ群落の変遷を観

察し，そこに出現した魚類相をスクーバ潜

水により記録したので、その詳細を報告す

る。 

 

材料と方法 

調査は，2020年７月から 2022年６月の

２年間，月に１回実施した。2020年７月か

ら 2021 年６月までを調査期間前期（以後，

調査前期），2021年７月から 2022年６月ま

でを調査期間後期（以後，調査後期）とし

た． 

調査地点は，富山湾奥部に位置する富山

県魚津市の魚津港南地区にある南防波堤先

端から南方約 50ｍの海域で，水深約４ｍの

砂地に形成された小規模なアマモ群落であ

る（図１）．調査区域は，そのアマモ群落

（2020年７月で約 1.7ｍ×1.2ｍ）全体を囲

むように 3.0×2.0ｍの範囲を設定した．こ

のアマモ群落は、調査期間中、生育面積が

拡大し，2021年７月には調査区域全域に達

した． 

調査方法は，２人でスクーバ潜水を行い、

各人が目視した魚種と個体数、魚の全長を

記憶した．同時に，OLYMPUS社製コンパク

トデジタルカメラ Tough TG-５・６，GoPro

社製アクションカメラ HERO６・10で，確認

した魚種を可能な限り静止画と動画で撮影

し，潜水終了後に目視データおよび映像デ

ータを元に詳細な魚種の出現記録を作成し

た．水中で同定困難な種においては，捕獲

して同定した（捕獲にあたり富山県から特

別採捕許可を取得）．分類および学名は，本

村（2023）に従った．また，個体数は１-10

個体までは１個体単位で，10個体以上では

おおよその数を 10個体単位で記録した．調

査区域の水温は，海底に杭を打ち，その先

端（海底から上方約 30㎝）に設置したデー

タロガー（HOBO社ペンダントデータロガー

UA-002-64）で計測した．  
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結果 

出現種数は調査前期と調査後期で合計４

目 20科 30種，出現個体数は合計 1,080個

体であった（表１）．調査地点付近における

魚類は，これまで伊串・稲村（2010；2012）

と草間ら（2022）が合計９目 42科 81種を

報告しているが，今回出現した 30種のなか

ではサクラダンゴウオ Eumicrotremus 

uenoi は初記録であった． 

平均水温は，調査前期では７月（23.2℃）

から最高となる９月（28.7℃）まで上昇し，

そこから最低となる３月（11.2℃）まで徐々

に下降し，再び６月（20.5℃）まで変化し

た（図２Ａ）．調査後期では７月（26.6℃）

から最高となる８月（27.6℃）まで上昇し，

最低となる２月，３月（10.3℃）まで下降

し，再び６月（20.5℃）まで変化した（図

２Ａ）．  

月別の出現種数は，調査前期では最高と

なる７月（10種）から最低となる１月（０

種）まで徐々に減少したが 12月（７種）の

み一時的に増加し，１月（０種）から６月

（７種）までは概ね徐々に増加した（図２

Ｂ）．調査後期では７月（５種）から最高と

なる８月（12種）に向けて増加し，その後

徐々に減少したが，11月（４種）と 12月

（５種）のみ一時的に増加し，最低となる

１月（１種）から６月（７種）まで増加し

た（図２Ｂ）． 

月別の出現個体数は，調査前期では７月

（133個体）から最高となる８月（170 個体）

まで増加し，最低となる１月（０個体）ま

で徐々に減少した後，６月（117個体）ま

で概ね増加した（図２Ｃ）．調査後期では７

月（40個体）から９月（104個体）まで徐々

に増加し，最低となる１月（１個体）まで

徐々に減少したが 12月（54個体）にのみ

一時的に増加し，１月（１個体）から６月

（20個体）まで増加した（図２Ｃ）．  

出現した魚種の個別出現回数を調査前期

と調査後期で比較すると，調査前期から調

査後期にかけて増加したのがサンゴタツ

Hippocampus mohnikei，ヒメタツ

Hippocampus haema，オニオコゼ Inimicus 

japonicus，メゴチ Insidiator 

meerdervoortii，マアジ Trachurus 

japonicus，マダイ Pagrus major，ヒメジ

Upeneus japonicus，ウミタナゴ Ditrema 

temminckii temminckii，アサヒアナハゼ

Pseudoblennius cottoides，サビハゼ

Sagamia geneionema，ササウシノシタ

Heteromycteris japonicus，アミメハギ

Rudarius ercodesの 12種，一方で減少し

たのがヨウジウオ Syngnathus schlegeli，

クロソイ Sebastes schlegelii，ハオコゼ

Paracentropogon rubripinnis，クジメ

Hexagrammos agrammus，アナハゼ

Pseudoblennius percoides，スジハゼ

図１ 調査地点（矢印の場所） 
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Acentrogobius vigatulus，ヒメハゼ

Favonigobius gymnauchen，マコガレイ

Pseudopleuronectes yokohamae，ショウサ

イフグ Takifugu snyderi，コモンフグ

Takifugu flavipterusの 10種，そして変

化しなかったのがイシダイ Oplegnathus 

fasciatus，キュウセン Parajulis 

poecileptera，ホンベラ Halichoeres 

tenuispinis，アイナメ Hexagrammos otakii，

サクラダンゴウオ，チャガラ Pterogobius 

zonoleucus，アイゴ Siganus fuscescens，

カワハギ Stephanolepis cirrhiferの８種

であった（図３Ａ）．これらのうち，前期の

みに出現したのはクロソイ，クジメ，ショ

ウサイフグ，コモンフグの４種，後期のみ

がオニオコゼ，メゴチ，マアジ，ウミタナ

ゴ，サビハゼ，ササウシノシタの６種であ

った． 

出現した魚種の個別出現個体数は，調査

前期より調査後期に増加したのがサンゴタ

ツ，ヒメタツ，オニオコゼ，メゴチ，マア

ジ，マダイ，ウミタナゴ，サビハゼ，アイ

ゴ，ササウシノシタの 10種，減少したのが

ヨウジウオ，クロソイ，ハオコゼ，キュウ

セン，ホンベラ，クジメ，アサヒアナハゼ，

アナハゼ，チャガラ，スジハゼ，ヒメハゼ，

マコガレイ，アミメハギ，ショウサイフグ，

コモンフグの 15種，ほぼ変化がなかったの

がイシダイ，ヒメジ，アイナメ，サクラダ

ンゴウオ，カワハギの５種であった（図３

Ｂ）． 

出現した魚の全長から成長段階（幼魚

期・若魚期・成魚期）を推定すると，成魚

期のみ出現した種がオニオコゼ（15㎝），

クジメ（12㎝），サビハゼ（５㎝），コモン

フグ（15㎝）の４種で，幼魚・若魚期のみ

出現した魚種がクロソイ（７-８㎝），メゴ

チ（５㎝），マアジ（10-12㎝），マダイ（５

-18㎝），ウミタナゴ（５㎝），アイナメ（８

㎝），アサヒアナハゼ（２-８㎝），イシダイ

（４-７㎝），チャガラ（２-３㎝），カワハ

ギ（２-７㎝），ショウサイフグ（15 ㎝）の

11種であり，他の 15種は幼魚期から成魚

期の個体を確認した（表１）．このうち，調

査区域内で繁殖を確認した種は，アミメハ

ギのみで，調査前期と調査後期の夏にアマ

モの葉上に産卵した卵塊とそれを保護する

メス個体を複数回確認した． 

出現時期は，マダイ，ヒメジ，キュウセ

ン，ホンベラが夏，ハオコゼ，スジハゼが

夏から秋，アミメハギが春から夏に偏る傾

向がみられた（表１）． 

 

考察 

月別の出現種数は，概ね水温変化に同調

した．一方，調査前期は 12月，調査後期は

11-12月にかけて出現種数の一時的な増加

が見られた．調査前期の 12月ではヨウジウ

オ，サクラダンゴウオ，ショウサイフグ，

調査後期の 12月ではマアジのように，出現

回数の低い種が一時的に出現したためだと

考えられる．また，調査後期の 11-12月の

ヒメタツのように調査後期になって継続的

に出現するようになった種の影響も考えら

れる． 

月別の出現個体数は，調査前期では概ね

水温変化と同調していたが，調査後期では

水温変化とは関係なく，全体的に個体数も

減少した．これは，調査開始時には調査区

域外のアマモは疎らであったため，生物が

調査区域に集中したが，調査後期になると

調査区域外に複数の小規模なアマモ群落が
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新たに出現したため，生物が出現したアマ

モ群落へ分散したと推測される．また，調

査後期の 12月に急増しているのは，出現種

数の増加と同様の要因と考えられる． 

出現した魚種を調査前期と調査後期で比

較すると，出現回数が顕著に増加したのは

ヒメタツ１種のみで，他には顕著な増減は

見られなかった（図３Ａ）．また，出現個体

数が顕著に増加したのはヒメタツ，マアジ，

マダイの３種，顕著に減少したのがハオコ

ゼ，キュウセン，ホンベラ，アサヒアナハ

ゼ，アナハゼ，チャガラ，スジハゼ，ヒメ

ハゼ，マコガレイ，アミメハギの 10種であ

った（図３Ｂ）．これらを出現時期出現やサ

イズ（全長）も含めて，１）出現回数と出

現個体数が顕著に増加した種，２）出現個

体数が顕著に増加した種，３）出現個体数

が顕著に減少した種，の３つに大別して魚

種別に考察した． 

１）出現回数，出現個体数が顕著に増加し

た種 

・ヒメタツ：調査前期は８月，調査後期の

11-４月にいずれも若魚・成魚期の個体をア

マモ群落の中心部で確認した．本種を含む

タツノオトシゴの仲間は，通常は海藻など

に尾部を巻きつけて体を支えており，動き

は非常に緩慢である（渋川，1997）．今回，

ほとんどがアマモ群落の中心部でアマモの

株元に尾で巻きついている状態で確認して

おり，アマモ群落が拡大した調査後期に多

くの個体が出現した．このことから，アマ

モ群落の拡大が個体数の増加に影響したと

思われる．繁殖可能な成魚期の個体を確認

しているので，このアマモ群落周辺で繁殖

していると推測される． 

また，顕著ではなかったが出現回数と出

現個体数が増加したサンゴタツも育児嚢に

卵をもっていると思われるオス個体を確認

しているため，生息・繁殖状況はヒメタツ

と同様であると考えられる．  

２）個体数が顕著に増加した種 

・マアジ：調査後期のみ 12月に幼魚期の群

れをアマモ群落の直上で確認した．本種は

群れで回遊するため，調査区域周辺の砂地

でも多くの群れを頻繁に確認した．今回，

出現個体数が多かったのは移動中の群れが

一時的に調査区域を通過したためであり，

アマモ群落への依存度は低いと考えられる． 

・マダイ：調査前期は９月，調査後期は７-

９月にいずれも幼魚・若魚期の個体をアマ

モ群落内の縁辺部で確認した．本種は産卵

期が４-６月頃で幼魚期は浅海域に生息し，

２-３年魚が水深 30-200ｍの深場へ移動す

ることが知られているため（赤崎，1997），

幼魚期の個体が夏に出現したと考えられる．

調査後期になると幼魚期の餌となるツノモ

エビの仲間などの甲殻類が多く見られるよ

うになったため，出現個体数が増加したと

考えられる． 

３）出現個体数が顕著に減少した種 

・ハオコゼ：調査前期は７-12月，調査後

期は８-12月にいずれも夏に成魚期，秋か

ら冬に幼魚期の個体をアマモの株元で確認

した．本種は，浅海のアマモ藻場や岩礁域

に生息し，夏季に分離浮性卵を産むことが

知られており（石田，1997），このアマモ群

落でも繁殖していると推測される．調査後

期に出現個体数が減少したのは，調査区域

外に複数の小規模アマモ群落が出現し，生

息場所が分散したためだと考えられる．  

・キュウセン：調査前期は６・７・９月，

調査後期は７-９月に主に若魚期の個体を
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アマモ群落内の縁辺部で確認した．冬に出

現しなかったのは，水温の低い冬に砂の中

に潜って冬眠する習性がある（木下，1935）

ためだと考えられる．調査後期に出現個体

数が減少したのは，調査区域外に複数の小

規模なアマモ群落が出現し，本種の生息場

所が分散したためだと考えられる．  

・ホンベラ：調査前期は９月に幼魚期の個

体，調査後期は６月に成魚期の個体をアマ

モ群落内の縁辺部で確認した．冬に出現し

なかった理由は，キュウセンと同様である．

調査後期に幼魚期の個体が出現せず，出現

個体数が減少したが，その理由は不明であ

る． 

・アサヒアナハゼ：調査前期は４月に幼魚

期の個体，調査後期は４-６月に若魚期の個

体をアマモ群落内の縁辺部で確認した．本

種はホヤ類の囲鰓腔に産卵することが知ら

れているため（矢部，1997），成魚はアマモ

群落ではなくホヤ類が多く生息する周囲の

岩礁域で生活，繁殖し，幼魚・若魚期はア

マモ群落で生活していると考えられる． 

・アナハゼ：調査前期のみ，４・６-８月に

幼魚・若魚期の個体をアマモ群落内の縁辺

部で確認した．本種の産卵期は冬で、ホヤ

類の出水口に産卵することが知られており

(阿部，2015）、アサヒアナハゼと同様に幼

魚・若魚期はアマモ群落で生活していると

考えられる．調査後期に減少したが，その

理由は不明である． 

・チャガラ：調査前期の６月と調査後期の

７月に，いずれも幼魚期の群れをアマモ群

落内の縁辺部で確認した．本種は遊泳性が

強く，群れを作って中層に浮いていること

が多い（萩原，1997）．調査後期に個体数が

減少したのは，調査前期より群れの規模が

小さかったためである． 

・スジハゼ：調査前期の７-12月，調査後

期の６・８-12月に幼魚期から成魚期の個

体をアマモ群落の底面で確認した．本種は

テッポウエビ類が掘った巣穴を生息や産卵

に利用することもある（松井，2018）．調査

区域のアマモの根元付近でも多数の巣穴を

確認し，成魚期の個体も出現していたので，

調査区域で繁殖している可能性が高い．主

に砂地で生活するため，調査後期にアマモ

群落の拡大により調査区域内の砂地面積が

減少したため，出現個体数が減少したと考

えられる．  

・ヒメハゼ：調査前期と調査後期共に，ほ

とんどの月に幼魚期から成魚期の個体がア

マモ群落の底面に出現した．本種は初夏に

貝殻や石の下に産卵することが知られてお

り（中村，1944），繁殖は周辺の岩礁域また

は砂地にある礫や貝殻で行い，調査区域に

は主に幼魚期の個体が出現したと考えられ

る．主に砂地で生活するため，調査後期に

アマモ群落の拡大により調査区域内の砂地

面積が減少したため，出現個体数が減少し

たと考えられる． 

・マコガレイ：調査前期の５-８・12月，

調査後期は３-７月に，いずれも幼魚期から

成魚期の個体をアマモ群落の底面で確認し

た．本種は体長約 20㎝で成熟して冬に産卵

することが知られており（坂本，1997）．今

回，主に冬に成魚期，春に幼魚期の個体が

確認されたため，アマモ群落の周囲で繁殖

している可能性が高いと考えられる．主に

砂地で生活するため，調査後期にアマモ群

落の拡大により調査区域内の砂地面積が減

少したため，出現個体数が減少したと考え

られる． 
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・アミメハギ：調査前期は５-９月，調査後

期は５-11月に，幼魚期から成魚期の個体

をアマモ群落の中心部から縁辺部で確認し

た．本種の繁殖期は夏で，今回も夏に幼魚

期の個体を多く確認した．幼魚期から成魚

期まで出現し，調査区域で繁殖も確認して

おり，本調査で出現した種のなかでは最も

アマモ群落への依存度が高いと考えられる．

調査後期に出現個体数が減少したのは，周

囲に出現した小規模なアマモ群落へ分散し

たためだと考えられる．  

 

おわりに 

 本調査対象のアマモ群落は，現在も季節

的な消長を繰り返しながら，本調査区域を

越えて、生育の面積を拡大している．今後

は調査範囲を広げ，魚類だけでなく，無脊

椎動物の出現状況も調査することで，アマ

モ群落と海洋動物の関係を解明することが

できると考える． 
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表１ 出現魚種別の月ごとの出現個体数と全長（上段：個体数，下段：全長（㎝）） 
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図２ 月別の平均水温（A），出現種数（B），出現個体数（C） 
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図３ 調査前期と調査後期における種類別の出現回数（A）と出現個体数（B） 
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